
明けまして おめでとう ございます 
今年もよろしくお願いします。

福島みずほ

沖
縄
県
の
仲
良
し
の
お
じ
い
、
お
ば
あ
と
話
を
す
る
。

辺
野
古
テ
ン
ト
村
に
て
。（
８
月
28
日
）
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　2010年は、本当にお世話になりました。心から
お礼を申し上げます。とりわけ、2010年は、私自
身も参議院選挙を闘いました。多くの人たちに応援
をしていただき、当選をすることができました。
　2010年。私にとっては、大臣としての仕事、５
月28日の沖縄の辺野古沖に海上基地をつくるとい
う閣議決定に署名をすることを拒否し、大臣を罷免
になったこと、参議院選挙、野党として社民党がが
んばること、そして、防衛大綱のなかでもとりわけ
武器輸出禁止の解禁を問題にし、武器輸出禁止の解
禁をさせなかったこと、来年度の本予算への要望、
上関原子力発電所建設反対でがんばる祝島の人たち
をはじめ全国各地でがんばる人たちとの交流など多
くの心に刻むできごとがあった年でした。
　武器輸出禁止については、私は、憲法９条から導

かれる戦後の日本の貴重な積み上げだと思っていま
す。クラスター爆弾の禁止に取り組んでいるときに、
自衛隊の持っているクラスター爆弾の77％が国産
品であるということを知りショックを受けました。
日本の大企業数社が作っています。もし、武器輸出
禁止の原則がなければ、日本製の武器が海外に輸出
され、世界中の子どもたちを殺すこともあるのだと
ショックを受けたのです。武器輸出を解禁すれば、
世界で紛争や戦争を作り、支え、場合によっては紛
争や戦争を待望することも起こり得ます。
　2011年は、激動の年になるでしょう。
　大切なものは、大切なものとして大事にしながら、
いい社会をつくるために、多くの人と力を合わせて
政治を変えたいと切望しています。
　今年も本当によろしくお願いします。
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何年来と取り組んできた労働者派遣法改正を2011年こそ実現します。そして、「人
間らしい労働」の実現、長時間労働の規制、同一価値労働・同一賃金の実現などを盛
り込んだ労働憲章をつくりたいのです。「会社はどうなる？！」なんてことばかりを
言われがち。それは、労働が人間にとって、社会にとって、真ん中に据えるべき重要
な価値ということが、社会の中に確立されていないからではないでしょうか。労働憲
章づくり運動で、労働の価値を真ん中に据える社会をつくりたい。

○労働者派遣法の改正
○パート労働法、有期雇用法の改正
○労働憲章をつくる
○同一価値労働同一賃金実現のためのものさしづくり

○医療の再建：地域医療の再建、後期高齢者医療制度廃止
○医療従事者の待遇改善
○助産師制度への支援
○介護施設の整備　○介護職員の待遇の改善
○暮らせる年金制度への道筋をつける
○貧困問題への対策

○子ども権利基本法の立法
○「子ども・子育てビジョン」(子育て支援 )の実現
○「子ども・若者ビジョン」(青少年政策 )の実現
○「子ども・子育て新システム」をいいものに変える
○虐待を受けた子どもへの支援強化

○第三次男女共同参画基本計画の
　実現
○民法改正
○女性差別撤廃条約選択議定書の
　批准
○DV被害者支援の充実
○DV防止法第３次改正

2011年に取り組む主な課題

雇 

用
社
会
保
障
・

医
療

男
女
平
等

○消費者基本計画の推進
○地方消費者行政の支援
○相談員の待遇改善
○国民生活センターの応援

消
費
者

子
ど
も

大臣として担当していた男女平等、消費者問題、子ども、子育て支援、青少年
政策、障がい者政策、自殺防止などのテーマは、以前からもやってきたテーマ。
また、雇用や脱原子力発電などは、社民党あげてやってきたテーマ。しぶとく、
しつこく、成果を出すべく、多くの人と力を合わせていきます。
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○障がい者制度改革推進会議を受けて、2011年に障がい者基本法の

　改正、2012年に障がい者自立支援法にかわる障がい者総合福祉法、

　2013年に障がい者差別禁止法をつくる

○インクルーシブ教育の推進

○人権侵害救済機関の実現
○捜査の可視化と証拠の開示の立法
○司法修習生の待遇問題
○難民問題
○在日外国人の人権（外国人研修生問題を含む）
○死刑廃止
○世界の様々な人権問題への取り組み

障
が
い
者

人 
権

○脱原子力発電所政策の推進
○もんじゅ、再処理、プルサーマルを止める
○上関に原子力発電所を建設させない
○原子力発電所の海外輸出に反対
○自然エネルギーで新たな立法をする
○地球温暖化対策

○生物多様性の確保

環 

境

○自殺予防施策の推進

○性的マイノリティの支援

○様々なマイノリティへの支援

○法人税引き下げ反対
○配偶者控除は、
　基礎控除を引き上げ、
　廃止する方向へ

共
生
政
策

税 

制

菅内閣に対して、大きな危惧を持っています。第一に TPP参加の協議、法人税引き下げ、消費税率の
引き上げなど新自由主義的な政策を推進している点で、第二に平和の問題で自民党政権もやらなかった
ことをやるのでは？という点で、大きな危惧をもっています。
だからこそ、社民党の出番です。
「生活再建」めざして、愚直に、地道に、政策と運動でがんばり、成果をしっかり出していきたいと思います。

○武器輸出三原則、非核三原則の堅持
○普天間問題の解決、辺野古に基地をつくらせない
○劣化ウラン弾禁止など、非人道的武器の廃止
○憲法審査会を動かさせない

憲
法
・

平
和
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女性自衛官へのセクハラ裁判に控訴するな！と防衛事
務次官に申し入れ（8月6日）

六ヶ所村再処理工場について市民の皆さんと
ヒアリング（10月 5日）

9月16日～18日上海で行われた北京世界女性会
議15周年記念シンポジウムに参加。スピーチをし
ました
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高校無償化を朝鮮学校にも適用するよう文部科学省に申し入れ
（8月27日）

みずほ
写真館

憲法を生かそう院内集会に参
加（10月 1日）

有価証券報告書に
女性や障がい者の
雇用の現状、CO2
排出量などを記載
するよう自見庄三
郎大臣に申し入れ
（10月 6日）

労働者派遣法改正を求める集会。2011
年は必ず実現したい！（10月 25日）

北京世界女性会議15周年記念シンポジウムにて
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沖
縄
県
知
事
選
挙
イ
ハ
洋
一
さ
ん
を

応
援
。
首
里
城
祭
り
に
て

（
11
月
３
日
）

女性国際戦犯法廷から10周年　被害者の発言を聞
く会（12月 6日）

菅総理と党首会談　武器輸出三原則堅持を強く申し入れる
（12月 6日）

多くの当事者が反対する中、障害者自立支援法改正
案が成立（12月 3日）

福島みずほと市民の政治スクール第１回
湯浅誠さんを講師に開催（11月 12日）

厚木基地爆音防止期成
同盟50周年記念式典
にて（10月 26日）

民法改正・選択的夫婦別姓実現を求める要請を受け
る。何とか成立させたい！（10月 27日）

社民党のユース（若者）党員から党再建案の提案を受ける
（11月 29日）

障害者自立支援法改正法反対の大集会にて
（10月 29日）
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 みんなで勉強して、力をつけ、「一緒に政治を変えていこう」を合言葉にスクールをやっていま
す。場所はいずれも参議院議員会館講堂 ( もしくは会議室 ) です。

◆一期目の最終日は1月 19日 (水 ) 午後６時から、北海道大学教授の宮本太郎さ 

　んです。講演のタイトルは「生活保障―排除しない社会へ」です。資料代 500 円です。

◆二期目〜日本の針路をグローバルに考える

福島みずほと市民の政治スクール第一期目と第二期目のお知らせ

【１回目】5 月 19 日 ( 木 ) 午後６時半～
　講師：伊波洋一さん（元宜野湾市長）
　テーマ  「沖縄基地問題・普天間基地のゆくえ」
【２回目】６月 23 日 ( 木 ) 午後６時半～
　 講師：田中優さん（未来バンク事業組合理事長、天然住宅共同代表）
　 テーマ「世界は可能性に満ちている―原因をたどれば解決策は見えてくる」
【３回目】7 月 22 日 ( 金 ) 午後６時半～
　 講師：金子勝さん（慶應義塾大学教授）
　 テーマ「世界的不況からの脱出口」
【4回目】9 月 6 日 ( 火 ) 午後６時半～
　 講師：浜矩子さん（同志社大学教授）
　 テーマ「グローバル市民主義のすすめ」

◆主催：「福島みずほと市民の政治スクール」運営チーム
◆場所：参議院議員会館講堂（もしくは会議室）
　　　　（スクール当日に、１階入口で、通行証をお渡しします）
◆資料代：各回とも 1,000 円
◆最寄り駅：有楽町線永田町駅１番出口
　　　　　　丸の内線国会議事堂前駅１番出口
　ぜひ、皆さまお誘いあわせの上、お越し下さい。
　お待ちしています。当日参加も歓迎です。　
◆お問い合わせ・お申し込みは福島みずほ事務所まで
　お願いします。メール・ＦＡＸでお申し込みの場合
　は、お名前・ご連絡先と共に、「１期目の３回目」、
　「２期目の全回」など明記下さいますようお願いします。

◆福島みずほ事務所
　電話：０３－６５５０－１１１１　　ＦＡＸ：０３－６５５１－１１１１

　Ｅ - ｍａｉｌ：mizuhoto@vivid.ocn.ne.jp

− グローバルに考え、ローカルに行動する −
Think Global Act Local
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統一地方自治体選挙に向けて
2011 年４月は統一地方自治体選挙です。

  4 月 10 日には、都道府県の首長（知事）と県議会議員、および政令指定都市の首長（市長）と
その議員を選出する選挙。4 月 24 日に、市区町村の首長（市長、区長、町長、村長）とその
議員を選出するための選挙が行なわれます。
  自治体の施策こそ、一人ひとりの生活に直結しています。
  「子ども・子育て新システム会議」で子育て支援制度を検討中です。社民党は、国が保育の質と
量に責任を持たなければならないと主張していますが、子どもについての政策は自治体にかなり
委ねられることになります。
　補正予算で、「住民生活に光をそそぐ交付金」1,000 億円がつきました。この交付金は、各自治体
で、ドメスティック・バイオレンス・児童虐待・自殺対策・図書館・定住外国人施策・地方消費者
行政などに使途を限って、その範囲で自由に使ってもらうというものです。
　首長、議員の力量が問われます。まさに議員力が大事なんです。雇用・
福祉・まちづくり・教育・環境などしっかり質問し、行政をチェックし、
変えていく人が議員に、例えば一人いるかいないかだけでも、議会や行政
はピリッとして全く変わってきます。

  社民党は、雇用・子育て・介護・医療・公契約条例などで
特にがんばっています。
  全国各地で、社民党から自治体議員の候補者が出る予定です。
全員必勝！でがんばります。



■
統
一
地
方
自
治
体
選
挙
勝
利
！

　

４
年
に
１
度
の
統
一
地
方
自
治
体
選
挙
が
あ
り
ま

す
。
私
も
積
極
的
に
、
必
死
で
、
元
気
に
、
全
国
を

回
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
治
体
の
社
民
党
の
予
定
候

補
者
に
期
待
を
し
て
下
さ
い
！

■
雇
用
・
社
会
保
障
・
男
女
平
等
・
環
境
・
平
和
で

が
ん
ば
り
ま
す

　

雇
用
は
赤
、
社
会
保
障
は
白
、
男
女
平
等
は
ピ
ン

ク
、
環
境
は
緑
、
平
和
は
色
で
言
う
と
、
青
で
し
ょ

う
か
。
赤
と
白
と
ピ
ン
ク
と
緑
と
青
で
が
ん
ば
り
ま

す
。 

雇
用
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
っ
と
戦
略
的

に
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
に
働
き
か
け
、

も
っ
と
も
っ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
、
も
っ

と
も
っ
と
発
信
し
、
も
っ
と
も
っ
と
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
雇
用
、
と
り
わ
け
若
者
の
雇

用
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
本
予
算
案
に
、
支

援
策
を
盛
り
込
む
よ
う
、
菅
総
理
に
直
接
要

望
し
ま
し
た
。
就
職
内
定
率
が
最
悪
と
い
う

状
況
を
何
と
し
て
も
変
え
た
い
。

■「
現
場
主
義
」
で
が
ん
ば
り
ま
す

　

フ
ラ
ン
ス
を
含
め
て
、
何
十
ヶ
所
も
の
保
育
所
の

視
察
な
ど
は
、
本
当
に
た
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介

護
・
医
療
・
障
が
い
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
現
場
に
し
っ

か
り
と
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
！

■
パ
ー
テ
ィ
の
お
知
ら
せ

　

年
に
１
度
や
っ
て
い
る「
秋
の
夜
長
の
パ
ー
テ
ィ
」

を
、２
０
１
１
年
は
10
月
18
日
（
火
）
に
や
り
ま
す
。

今
か
ら
ぜ
ひ
予
定
を
入
れ
て
お
い
て
下
さ
い
ね
。
お

願
い
し
ま
す
。

■「
福
島
み
ず
ほ
と
市
民
の
政
治
ス
ク
ー
ル
第
２
期
」

を
や
り
ま
す

　

第
一
期
目
は
、
湯
浅
誠
さ
ん
、
大
沢
真
理
さ
ん
、

宮
本
太
郎
さ
ん
と
い
う
豪
華
な
素
晴
ら
し
い
講
師
を

お
呼
び
し
て
い
ま
す
。
宮
本
太
郎
さ
ん
に
は
１
月
19

日
（
水
）
に
「
生
活
保
障
―
排
除
し
な
い
社
会
へ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。
ぜ
ひ
い
ら

し
て
下
さ
い
。
今
回
の
み
６
時
か
ら
で
す
。

　

第
二
期
も
、
伊
波
洋
一
さ
ん
、
田
中
優
さ
ん
、
金

子
勝
さ
ん
、
浜
矩
子
さ
ん
と
い
う
パ
ワ
フ
ル
な
、
素

敵
な
講
師
に
来
て
頂
い
て
、ス
ク
ー
ル
を
や
り
ま
す
。

場
所
は
参
議
院
議
員
会
館
の
講
堂
で
す
。
新
し
く
で

き
た
議
員
会
館
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。
ぜ
ひ
ぜ

ひ
来
て
下
さ
い
。
時
間
は
６
時
半
か
ら
８
時
ま
で
で

す
。
詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

 

■「
福
島
み
ず
ほ
と
市
民
の
政
治
ス
ク
ー
ル
神
奈
川
」

を
や
り
ま
す

　

神
奈
川
で
も
、政
治
ス
ク
ー
ル
を
や
る
予
定
で
す
。

社
民
党
神
奈
川
県
連
と
一
緒
に
や
り
ま
す
。
神
奈
川

県
下
の
様
々
な
場
所
で
移
動
ス
ク
ー
ル
を
や
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
中
身
に
つ
い
て
は
、
ま
た
発
表

し
ま
す
。
２
０
１
１
年
の
７
月
か
ら
５
回
く
ら
い
の

予
定
で
す
。

  

全
国
各
地
で
も
、
ぜ
ひ
ス
ク
ー
ル
を
企
画
し
て
下

さ
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
民
サ
ロ
ン
へ
よ
う
こ
そ
！

　

私
の
議
員
会
館
の
部
屋
の
会
議
室
を
「
市
民
サ
ロ

ン
」
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
市
民
運
動
の
方
た
ち

が
ス
ク
ー
ル
の
企
画
な
ど
で
ワ
イ
ワ
イ
話
を
し
た

り
、
一
緒
に
選
挙
制
度
を
学
ん
だ
り
、
私
も
一
緒
に

様
々
な
テ
ー
マ
で
、
行
政
交
渉
を
し
た
り
。

  

み
ん
な
で
使
い
こ
な
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  「
市
民
サ
ロ
ン
」
へ
よ
う
こ
そ
！

■
国
会
見
学
に
来
て
下
さ
い
！

　

ぜ
ひ
気
軽
に
国
会
見
学
に
来
て
下
さ
い
。
本
会
議

や
委
員
会
を
や
っ
て
い
れ
ば
、
傍
聴
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、政
治
を
身
近
に
。事
務
所
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
豊
か
に
、
広
く

　

社
会
を
変
え
る
た
め
に
、政
治
活
動
は
重
要
。様
々

な
試
み
は
、
貴
重
で
す
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
豊
か
で
広
い
ほ
ど
、
可
能
性
が
広
が
り
、
い
い
活

動
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
積
極
的
に
出
か
け
て
い

き
ま
す
し
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
た
ち
か
ら
も
積
極
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
下
さ
い
。

■
花
と
絵

　

最
近
、改
め
て「
花
っ
て
き
れ
い
だ
な
あ
」と
思
い
、

飾
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
華
道
家
の
假

屋
崎
省
吾
さ
ん
の
展
示
会
に
行
っ
た
時
に
、
き
れ
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
花
の
持
っ
て
い
る
色
も
含
め

た
す
さ
ま
じ
い
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
花
か
ら
、パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
会
館
に
母
の
描
い
た
絵
な
ど
を
飾
っ

て
い
ま
す
。

■
秘
書
の
石
川
大
我
さ
ん
が
豊
島
区
議
会
議
員
選
挙

に
立
候
補
の
予
定
で
す

　

秘
書
と
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
働
い
て
く
れ
て
き
た

石
川
大
我
（
た
い
が
）
さ
ん
が
、
４
月
の
豊
島
区
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
予
定
で
す
。

　

36
歳
の
本
当
に
素
敵
で
素
晴
ら
し
い
人
で
す
。
彼

の
よ
う
な
人
に
何
と
し
て
も
、
当
選
し
て
も
ら
い
た

い
！　

東
京
都
豊
島
区
在
住
の
人
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
下

さ
い
。

天地50ミリ，左右170ミリ

会費は１年間 3000円 です。
■会費・カンパの送り先
　口座名称：みずほと一緒に国会へ行こう会
　郵便振替口座：00140 - 6 - 34620
　みずほ銀行麹町支店：普通1016663

みずほと一緒に国会へ行こう会をあらためてご支援願います

ボランティアスタッフ大募集!!
　　あなたの力を貸してください!!

メールマガジン配信中！ ぜひご登録を！
Twitterもやっています。ぜひフォロワーになってく
ださい!!

■福島みずほ事務所　〒100-8962
　千代田区永田町2-1-1参議院議員会館1111号室
　電話：03-6550-1111　FAX：03-6551-1111
■ホームページアドレス
　http://www.mizuhoto.org
■E-mail　mizuho-office@jca.apc.org※寄付金控除の申請書類が必要な方は言って下さい
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